
単元を貫く学習課題  「       生徒の実態に適した興味や関心が持てる単元名にする        」 

学習の見通し 0 (   /   ) １(   /   ) ２(   /   ) ３(   /   ) ４(   /   ) ５(   /   ) ６(   /   ) ７(   /   ) ８(   /   ) 

成
果
物
の
提
出(  

／  )
 

学習活動(例) ガイダンス 一斉学習 単元内自由震度学習 … 学習方法を自己選択・自己決定（内発的動機付けとなる） 

(私の)課題設定  

学習計画 

・この単元で身 

につけるべき 

力を理解する 

・単元の見通し 

を持つ 

一斉学習で知識

技能を身に付け

させる場合、何

のための学びな

のかを理解させ

る。 

 

 

 

   

 

 

 

   

目標についての 

振り返り 

 

毎時間、振り返りをする。 

B評価達成に対して  「できていることは何か」「できていないことは何か」。 

めあてに対する学びの進捗状況、ズレをメタ認知する。 

教員は、生徒の自己評価に対して適切な評価をコメントし、単元が終わるまでに B評価を達成できるように指導する。 

 

この単元で 

身につけるべき力 

知識・技能 ・ 
 

思考･判断･表現      学習指導要領の指導事項を教員が事前に入力 何がどの程度できれば B評価なのかを教員が記入  

主体的に取り組む態度   

過去の単元の 

成果と課題を活かす 

知・技 
良さ 

課題 

思・判・表 良さ 課題     生徒が自分自身の過去の学習を振り返り記入する 

主体的 良さ 課題 

【      科】ＮＩＮＯ        

 

年  番 氏名 

保護者印 

自己理解・自己管理能力  

→ 過去の学習・自分の特徴・主体的 

キャリアプランニング能力  

→ 計画・今日の学びは将来に繋がる 

人間関係形成・社会形成能力  

→ 他者と協働して学習する 

課題対応能力  

→ 学習課題を何とかする 

 

ABC評価 

単元評価を出した後、

保護者に押印してい

ただく 

※キャリパスが評価

の根拠となる 

← 一人一人能力が違う。やり方も違う。自分の特性を知りながら計画を立てる 


